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令和２年１２月１７日 

国土交通省住宅局住宅生産課長 殿 

一般社団法人木を活かす建築推進協議会 

代表理事 大橋 好光   

 

令和２年度サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）第２回応募概要の 

評価結果について 

 

令和２年度サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）における第２回応募の状

況及び「サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）評価委員会」において出され

た全体講評は下記のとおりです。 

 

記 

１．応募状況 

本事業において、公募（令和２年８月７日から１０月１日）を行ったところ、一般

建築物８件、木造実験棟０件、合計８件の応募があった。 

 

２．評価の経緯 

評価は、一般社団法人木を活かす建築推進協議会に設置した、学識経験者からなる

「サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）評価委員会」（以下「評価委員会」

という。）において、以下の手順で実施した。 

まず、応募のあった各提案の内容について、要件への適合、構造・防火面における

技術の先導性、建築生産システムについての先導性、建物の耐久性を十分に確保する

ための計画、一般への普及・啓発効果等の観点から、書類審査を行った。 

その結果、内容について詳細な追加情報が必要とされた提案については、さらに当

該提案者に対するヒアリング審査を行い、本事業による支援対象として適切と思われ

る提案を選定した。 

 

３．評価結果  

上記の評価により、評価委員会が本事業による支援対象として適切と判断した一般

建築物６件、木造実験棟０件、合計６件のプロジェクトは、別紙１及び別紙２のとお

りである。 

 

(参考)令和２年度サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）価委員会／委員名簿 

委員長   大橋 好光   東京都市大学 名誉教授 

委 員  五十田 博  京都大学／生存圏研究所教授 

委 員  伊藤 雅人  三井住友信託銀行㈱/環境不動産担当部長 

委 員  腰原 幹雄  東京大学／生産技術研究所教授 

委 員  中島 史郎  宇都宮大学／地域ﾃﾞｻﾞｲﾝ科学部建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科教授 

委 員  長谷見雄二   早稲田大学／理工学術院教授 

委 員  萩原 一郎  東京理科大学/国際火災科学研究科教授 

委 員  林  知行  秋田県立大学 名誉教授 

（敬称略。委員については、50音順） 
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